
手洗いはなぜ重要？
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正しい手洗い方法を覚えよう！ こんなときに
手を洗おう！
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５.指先、親指を洗う

今すぐ実践！手洗いで食中毒予防

1万個
に減少　

数百個
に減少　

手洗いは、私たちの日常生活において最も簡単で効果的な感染予防策の一つです。
今月は、手洗いの重要性についてお知らせします。

ハンドソープやせっけんを使った手洗いは、ウイルスや細菌の除去に非常に有効です。
流水だけで15秒間手を洗うと、手に付着しているウイルスの数は1/100に減少します。

さらに、ハンドソープやせっけんを使って30秒間もみ洗いし、
その後15秒間流水で洗い流すと、ウイルスの数は1万分の1にまで減少します 。

（厚生労働省. (2023). 手洗いの重要性. Retrieved from https://www.mhlw.go.jpより引用）

手洗い前のウイルスや細菌が
100万個のとき、

流水で15秒
手洗いした場合

手を洗うことで、食べ物にウイルスや細菌が付着するのを防ぎ、食中毒のリスクを
減らすことができます。また、ウイルスや細菌の拡散を防ぎ、自分自身だけで
なく他の人の健康も守ることができます。

３

6月2回（6月9日～13日）に食中毒予防チラシを配布します。こちらもチェック！

１.流水で手をぬらす ２.石鹸を手にとり、
　よく泡立てる

3.手のひらを洗う ４.手の甲、指の間を
　 洗う

6.手首を洗う 7.流水ですすぐ 8.手をふき、しっかり
　乾かす。

ハンドソープで
30秒もみ洗い後、
流水で15秒
すすいだ場合
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